
  

 

 

 

 

 

彩の国さいたま人づくり広域連合では、県・市町村・企業・ＮＰＯ及び 

大学等の協働による「産民学官・政策課題共同研究」を実施しています。 

様々な主体が集まり、埼玉の未来を共に考えています。 

 

このたび、「令和４年度政策研究成果発表会」を開催しました。 

有識者による基調講演を行い、今年度の研究成果を発表しました。 

 

１ 日時：令和５年１月２７日（金） １３：３０～１6：３０ 

 

２ 開催方法：オンライン開催（Zoom） 

 

３ プログラム、講演者 

（１）基調講演 

「社会課題の解決につなげるナッジ」 

 
【講演講師】 
佐々木 周作 氏（大阪大学 感染症総合教育研究拠点・特任准教授） 

 
 
（2）産民学官・政策課題共同研究の成果発表 
 

「ナッジ理論を活用した政策づくり」 
 

  【発表の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

政策研究成果発表会 

彩の国さいたま人づくり広域連合 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 参加者数：  ６６団体 １９５名 
 

【内訳】 
・行政（県・市町村職員） ３２団体１４０名 
・民間企業・NPO法人等  １７団体 ２０名 
・大学           ７団体  ８名 
・その他         １０団体 ２７名 

 
 

◆たくさんの方にご参加いただき、誠にありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 


